
厚田区地域交通サービスの検討状況について 

１ これまでの検討状況 -------------------------------------------- 

令和元年 12月 18日  

令和２年 １月 15日  

      １月 30日  

      ２月 12日  

      ２月～３月 

 

４月 28日  

６月 17日  

 

７月 10日  

７月 21日  

９月 10日  

12月 10日  

 

令和３年３月 23日  

 検討委員会①（地域が必要とする交通サービスとは） 出席 24人 

 検討委員会②（聞き取り調査項目の検討）      出席 25人 

 検討委員会③（聞き取り調査項目の検討）      出席 22人 

検討委員会④（聞き取り調査内容の整理について）  出席 24人 

聞き取り調査  

→ 回収率 83％（一般 188/219世帯、保護者 31/45世帯） 

臨時会（今後の進め方について） 

検討委員会⑤（調査結果・サービスの方向性について）出席 14人 

 ※新型コロナウイルス感染症対策のため縮小開催 

検討委員会⑥（グループワーク）          出席 22人 

札幌北運輸支局と意見交換             （事務局） 

中央バス石狩営業所との意見交換          （事務局） 

検討委員会⑦（交通事業者等との協議結果 等）   出席 14人 

※新型コロナウイルス感染症対策のため縮小開催 

検討委員会⑧（今年度のふりかえり等）       出席 15人 

 

２ 今後の検討事項と方向性 ----------------------------------------- 

（１）ライフサポートの会との連携 

     新規メンバーが加入した会と連携の方向性を継続協議する 

 （２）トーメン・厚田間のテスト運行に向けた中央バスなど交通事業者との協議 

この区間におけるテスト運行について、概ね了承の認識でいる 

 （３）聞き取り調査をふまえた具体的なサービスの在り方の検討 

     地区ごとの詳細なニーズ等の確認と全国の事例等を引き続き収集し、地域にあっ

たサービスの選択肢を拡げる 

 （４）現有資源（車両）活用の模索 

     スクールバスや福祉バス、社会福祉協議会車両など、点在している区内車両資源

の効果的な活用を検討する 

（５）集落支援員制度を活用する仕組検討 

    導入に向けて一定の方向性が出されたことから、交通・移動サービスでの連携を

検討する 


